
 

福山市介護予防・生活支援サービス事業 基準緩和型通所サービス実施要綱 
 

（事業の目的） 

第１条 福山市介護予防・生活支援サービス事業 基準緩和型通所サービス（以下「事業」という。）

は、要支援者及び介護保険法施行規則第１４０条の６２の４第２項に該当する者（以下「事業対象

者」という。）に対して、運動等、身体機能の維持又は向上及び介護予防に資すると考えられる各

種サービスを提供することにより、要介護状態等となること及び閉じこもりの予防、要支援状態等

の軽減若しくは悪化の防止及び地域における自立した日常生活を営むことができるよう支援する

ことを目的とする。 

 

（対象者） 

第２条 事業の対象者は、要支援及び事業対象者とする。なお、事業実施にあたっては、地域包括支

援センターが、当該要支援者及び事業対象者の意思を最大限に尊重しつつ、心身の状況、その置か

れている環境等に応じて、適切なケアマネジメントに基づき、決定することとする。 

 

（事業の内容） 

第３条 事業の内容は、次に掲げるもののうち適切なケアマネジメントに基づき必要と認められたも

のとする。 

（１）バイタルチェック 

（２）準備運動 

（３）筋力運動、バランス運動、体操等 

（４）整理運動 

（５）送迎 

 

（事業の委託） 

第４条 市長は、高齢者を対象に介護予防に資する健康の保持・増進を目的とした事業の実施が可能

な法人等であって、事業が円滑かつ適正に運営できる事業所を有するもの（以下「受託機関」とい

う。）に委託するものとする。 

 

（変更の届出） 

第５条 受託機関は、次に掲げる事項に変更があったときは様式第４号により届出を行うこととする。 

（１）事業所（当該事業所の所在地以外の場所に当該申請に係る事業の一部を行う施設を有するとき

は、当該施設を含む。）の名称及び所在地 

（２） 受託機関の名称及び主たる事務所の所在地並びにその代表者の氏名及び職名 

（３）事業所（当該事業所の所在地以外の場所に当該申請に係る事業の一部を行う施設を有するとき

は、当該施設を含む。）の平面図（各室の用途を明示するものとする。）及び設備の概要 

（４）事業所の管理者、運動従事職員及び運動補助者の氏名及び職名 

 

（実施回数及び時間） 

第６条 事業の実施回数及び時間は、原則週１回とし、１回に係る時間は概ね３時間程度とする。 

 

（事業に要する費用の額） 

第７条 事業に要する費用の額（以下「事業費」という。）は、１回あたり２，７２０円とする。 

 

（利用者負担額） 

第８条 この事業の利用者負担額は、事業費を介護保険施行規則第２８条の２により交付される負担

割合証に記載の利用者負担割合で計算した額とする。 

 

（受託機関の責務） 

第９条 受託機関は、この事業を円滑かつ適正に実施するため、必要な従事者を配置しなければなら

ない。 



 

２ 受託機関は、正当な理由なく事業の提供を拒んではならない。 

３ 受託機関は、利用者の日常生活全般の状況及び希望を踏まえて、事業の目標、当該目標を達成す

るための具体的なサービスの内容、サービスの提供を行う期間等を記載した計画を作成するものと

する。 

４ 受託機関は、事業を実施するために１人あたり３平方メートル以上のスペースを確保しなければ

ならない。 

５ 受託機関は、従事者の清潔の保持及び健康状態について、必要な管理を行わなければならない。 

６ 受託機関は、事業所の設備及び備品等について、衛生的な管理に努めなければならない。 

７ 受託機関は、事故発生時の対応を含めた安全管理体制を整備しなければならない。 

８ 事業実施中に発生した事故等については、速やかに市へ報告するとともに受託機関が責任をもっ

て対処しなければならない。 

９ 受託機関は、事業の主旨に則り事業運営を行い、利用者が住み慣れた地域の中で、自助努力に基

づき生活できるよう、最大限の支援をしなければならない。 

１０ 受託機関は、利用者に対し適切な事業を提供できるよう、事業所ごとに従業者の勤務の体制を

定めておかなければならない。 

１１ 受託機関は、地域包括支援センター又はその担当職員に対し、利用者に対して特定の事業者に

よるサービスを利用させることの対償として、金品その他の財産上の利益を供与してはならない。 

１２ 受託機関は、事業の提供を求められた場合は、その者の提示する被保険者証によって、被保険

者資格並びに要支援認定の有無及び要支援認定の有効期間又は施行規則第１４０条の６２の４第

２号の厚生労働大臣が定める基準に該当する第１号被保険者か否かを確かめるものとする。 

 

（利用者の責務） 

第１０条 利用者は、予め決定された利用日に利用できないときは、速やかに受託機関に連絡しなけ

ればならない。 

２ 利用者は、設定した目標を達成するために、最大限の自助努力を行わなければならない。 

３ 利用者は、この事業の目的に沿った利用に努めるとともに、運動従事職員の業務の遂行に協力し

なければならない。 

４ 市長は、利用者が前項の規定に違反していると認めるときは、利用者に対して必要な是正措置を

講じるよう求めることができる。また、その是正措置が講じられないときは、当該利用者に対し、

事業の利用を停止することができる。 

 

（個人情報の保護） 

第１１条 受託機関は、業務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。また、その業務を退いた後

も同様とする。 

 

（再委託の禁止） 

第１２条 受託機関は、外部に事業の再委託を行うことはできないものとする。ただし、送迎につい

ては、送迎業務の再委託に関する届出書を市長に提出のうえ、行うことができるものとする。 

 

（関係機関との連携） 

第１３条 市長、地域包括支援センター及び受託機関は、互いに連携を図るなかで、事業の効果的な

実施を図るものとする。 

また、必要に応じて、かかりつけ医師及びその他関係機関と連携を図るものとする。 

 

（その他） 

第１４条 この要綱に定めるもののほか、事業の実施に関して必要な事項は、市長が別に定めるもの

とする。 

 

 附 則 

この要綱は、２０１６年（平成２８年）４月１日から施行する。 

 



 

 附 則 

この要綱は、２０１８年（平成３０年）４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、２０２１年（令和３年）４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、２０２３年（令和５年）４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱は、２０２４年（令和６年）４月１日から施行する。 

 


